
日時

検査・処置

治療薬

安静度

食事

清潔

排泄

その他の説
明

評価

□寝衣・タオル類のレンタルについて説明します

□便の性状や色を確認してください(黒かったり、赤かったりしないか)

□入院生活についてパンフレットで説明します
□入院中の流れについて説明します
□入院中のスケジュールについて説明します
□手術の必要物品の準備をお願いします
□個室の希望(　　　　　　　　　　)
※ご希望に添えない場合がありますので、ご了承ください

日付：　　　　　     患者様のご署名：
　　　　　　　　        担当看護師：

胃の手術を受けられる患者様へ

入院時支援～入院前日

／

□入院や手術に関して不安なこと・わからないことを話して解決できる
□入院や手術のイメージがつけられる
□入院する準備がわかる

□入院・手術に必要な検査をします

目標

□常用薬・お薬手帳の確認
※中止薬　あり　・　なし
   　月　日から　　　　　　　　　　を休薬お願いします
□入院時に(　　日分)のお薬をお薬手帳の持参をお願いします

□不織布マスクの装着、人混みを避けるなどの感染予防をお願いします
□転倒・転落について　危険性に合わせて予防対策をさせていただきます
□褥瘡(床ずれ)について　危険性にあわせて予防対策をさせていただきます

□制限　あり　・　なし
※制限あり→　　月　　日　　時からは食事せずにおこしください
□アレルギーのある方はお知らせください
□朝食時の乳製品が選べます(牛乳、ヤクルト、ヨーグルト、豆乳)
□全身状態に応じた栄養摂取ができるように栄養管理を行います



日時

検査・処置

安静度

食事

清潔

点滴・薬

排泄

説明

評価

幽門・噴門側胃切除

日付：　　　　　     患者様のご署名：
　　　　　　　　        担当看護師：

点滴があります

□手術について医師より説明があります(事前に外来で行う場合もあります)
□麻酔科医の診察があります
□歯科の診察があります
□手術に必要な物品やご家族の来院時間などについて説明をします

☆　　時　　分に入退院室で入院申込書を提出してください
☆　　　　　外来へお越しください

入院日・手術前日

／

□昼：液体の下剤、眠前：下剤２錠を飲んでいただきます

□制限はありません

□朝･昼食：普通食
□昼食後は絶食です
☆間食はしないでください
☆水分（水かお茶）は飲めます

臍の掃除をした後に、シャワー浴をします

便の回数を確認します

胃の手術を受けられる患者様へ

目標

□夜間入眠することができる

□心身ともに手術を受ける準備ができる

□わからないことは、話して解決できる

□その他



手術前 手術後

日時

□痛みがあるときは、我慢せず話すことがで
きる
□ベッド上にて体の向きを変えることができる

□ベッド上で足の運動ができる

安静度
□部屋で静かにお待ちください

□ベッド上安静です
☆寝返りを打つなど体は動かせますが、いろ
いろな管が入っているので、はじめは看護師
と行いましょう！

食事 □絶飲食です
□絶飲食です
☆口が渇いたときはうがいができます

清潔

□洗面、歯磨きは行ってください
（化粧はしないでください）
□外せるものは外してください
（ｱｸｾｻﾘｰ、入れ歯、時計など）

□汗などで汚れたときは体を拭かせていただ
きます

点滴・薬 □点滴があります □24時間点滴があります

創部 □創部の観察を行います

排泄 □手術に行く前に排尿を済ませてください □手術中に尿を出すための管が入ります

呼吸 □酸素吸入を行います

説明

□ご家族の方は手術開始約３０分前まで
にお越しください
□待機場所は担当看護師より説明があり
ます

□手術中、ご家族の皆さんは待機場所で、お
待ちください

幽門・噴門側胃切除

／

□手術中に背中から痛み止めの管、鼻から
胃への管などが入ります
□お腹に術後の経過観察のための管が入り
ます
□血栓予防のマッサージ機を足につけます
□手術後は約１～2時間おきに看護師が具合
を見にきます。

□手術に備えた準備が出来る

胃の手術を受けられる患者様へ～術当日～

目標

検査・処置



術後1日目 術後2日目 術後3日目

日時 ／ ／ ／

安静度

食事

□昼：栄養ドリンク1本

清潔

点滴・薬
□点滴があります
□血液をサラサラにする注
射が始まります(7日間)

□点滴があります □点滴があります

創部

排泄

呼吸

説明

幽門・噴門側胃切除

☆痛いときや吐き気がある時などはお薬を使用できるため、看護師に教えてく
ださい
☆診断書の必要な方は１F２番窓口までお申し付けください

□必要時ガーゼ交換をします

□足の運動を行い、静脈血栓および肺塞栓症を起こさずに過ごすことができる

□採血・レントゲンの検査を
します
□医師が鼻の管を抜きます

□採血があります
□医師が背中からの痛み
止めの管を抜きます

□絶食です
□主治医の指示で飲水可能になります

□起きる事から始め、座位・立位・歩行練習を行いましょう

□必要時酸素吸入をします

胃の手術を受けられる患者様へ～手術後1日目から3日目～

□痛みをコントロールすることができる

□立ち上がり、可能であれば歩行できる

□トイレ・洗面など身のまわりのことが行える
目標

検査・処置

□身体を拭きます
☆汗をかいた後や汚れた時などお知らせください

□排ガス・便の有無を確認します



術後4日目 術後5日目 術後6日目 術後7日目

日時 ／ ／ ／ ／

検査・処置 □採血があります

安静度

食事

清潔

点滴・薬

□点滴は終了です
□血液をサラサラ
にする注射は終了
です

創部

排泄 □排便・排ガスの有無を確認します

説明

評価
日付：　　　　　     患者様のご署名：
　　　　　　　　        担当看護師：

□点滴があります

□制限ありません
□歩行練習を進めましょう。
□歩行ができれば、尿の管を抜き、足のマッサージ機を外します

☆食事開始時、全粥になるときに栄養士から食事についての説明があります
☆診断書の必要な方は１F2番窓口までお申し付けください

□昼から胃術後全粥になります
☆間食があります

□創部の観察を行います

□昼から胃術後食5分粥が始まります
☆午前と午後に間食があります

□すべての管が抜ければシャワーが可能です

胃の手術を受けられる患者様へ～術後4日目から７日目～

目標

□夜間良く眠ることができる

□食事の際の注意点がわかる

□ゆっくり、良く噛んで、少しずつ食事を食べることができる

□排便がある

□医師がお腹の管を抜きます（個人差あり）



術後８日目～９日目 術後１０日目～退院

日時 ／　～　／ ／　～　／

□ゆっくりよく噛み、少しずつ食事を摂ることが
できる

□安心して退院を迎えられる

□退院に向けての準備を行うことが出来る

□便通が整う

検査・処置

安静度

食事

清潔

点滴薬

創部

排泄

説明

評価

幽門・噴門側胃切除

目標

胃の手術を受けられる患者様へ～術後８日目から退院～

☆退院後の生活について心配なことは質問し
てください

日付：　　　　　     患者様のご署名：
　　　　　　　　        担当看護師：

□シャワー可能です
☆できるだけ毎日シャワー浴を行い、創部を清潔に保ちましょう

□レントゲンや採血を行います

□制限はありません
☆どんどんリハビリとして歩行しましょう

□９日目以降、希望により米飯に変更できます

□創部の観察を行います

□毎日排便・排ガスの有無を確認します

【退院後の生活について】
①傷や管を抜いたところは泡で優しく洗いましょう
②排便が毎日きちんと出ているか確認しましょう
③ダンピング症状に注意しましょう。詳しくは栄養士さんのパンフレットを参照してください

☆診断書の必要な方は１F２番窓口までお申し付けください。
☆退院前に栄養士から食事についての説明があります


